
　7月18日（金）友部公民館にて、成年後見制度講演会を開催しま
した。
　当日は、介護保険、障がい者施設職員や民生委員、制度について
学ぼうという意欲のある市民あわせて95名が参加しました。
　講演会では、法テラス茨城法律事務所の飯

いいだ

田健
けんたろう

太郎弁護士から、
成年後見制度について詳しく説明を受けました。さらに、後見人と
して活動されているパネリストから後見人としての実務の現状や被
後見人の意思を尊重するための支援の苦労、身上監護の大切さについて話を聞くことができました。
　2時間という短い時間でしたが、市や関係団体、市民が協力し、権利擁護を実現できる地域づくりをする
ことが必要であると確認できた有意義な講演会でした。
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成年後見制度講演会を行いました

講演する飯田弁護士
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飛龍子ども会▶

▲柿橋子ども会（Ｂ）

茨城県選手団

深谷陽菜さん

平成26年　広報かさま9月号（vol.102） 12



　ザリガニとエビが戦う様子を大胆に描いた絵画、作品名「ザリガニとエビの戦い」がニューヨーク
の「世界子ども美術館」に永久収蔵されました。
　この絵を描いたのは、笠間小学校3年の河

か わ ら い

原井大
だいち

智さん。
　自分で育てたザリガニをよく観察し、構図と配色に気を配って画用紙からはみ出そうな迫力のあ
る絵を完成させました。
　今回の収蔵は、世界子ども美術館長から（一
社）笠間市国際交流協会の木村専務理事へ「日
本の絵を集めたい」との申し入れがあり、昨
年の県展で入賞した河原井さんの作品が選ば
れました。
　7月30日（水）、家族と市役所を訪れ山口市
長に収蔵の報告をした河原井さんは、「上手に
描けた作品なので、美術館に飾られるのが楽
しみ。将来、ニューヨークに自分の絵を見に
いきたいです」と笑顔で話していました。
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市内小学生の絵画がニューヨークへ

水戸黄門まつりに参加

戦没者と御遺族に対して追悼の意を表し
式典を挙行

　毎年、友部八雲神社の祇園祭および、県内各地で行われる
神
みこし

輿に参加している友部神輿同好会「鶯
おうゆうむつみ

友睦」が、設立30周
年を記念して、8月3日(日)に行われた水戸黄門まつりの神
輿連合渡

とぎょう

御に参加しました。照りつける真夏の太陽の下、会
場には威勢のいい掛け声が響き渡り、県都水戸の夏祭りを盛
り上げました。
　鶯友睦は、神輿渡御を通じて伝統文化の保存・伝承、地域
貢献、青少年の育成を図ることを目的として活動しています。

　第二次世界大戦の終結から69回目の夏を迎え
ました。
　先の大戦における本市関係の戦没者1,700余
名の御霊に対して、追悼の誠を捧げるとともに、
御遺族に対し深い敬意を表し、また、市民挙げ
て恒久平和を祈念し、8月9日（土）に笠間市戦没
者追悼式を笠間公民館大ホールにて厳かに挙行
しました。
　式典では、市長の式辞、来賓の方からの追悼
の辞に続き、御遺族を始め市民参列者約400名
が献花を行いました。

迫力ある神輿連合渡御

式辞を述べる山口市長

左から祖父信
のぶかつ

一さん、父信
のぶゆき

之さん、山口市長、大智さん、
笠間市国際交流協会塙

はなわ

会長、木
きむら

村専務理事
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